
 
 

  1 

 

<http://www.takara-bio.co.jp> N E W S  R E L E A S E   

平成２６年２月２８日 

ＴＢ１３－０４７５ 

 

人工染色体技術に関するライセンス契約を株式会社chromocenterと締結 

 
タカラバイオ株式会社は、株式会社 chromocenter（クロモセンター社）が保有する

人工染色体技術に関して、特許の実施許諾を受けるためのライセンス契約を本年２月

２０日付で締結しました。これにより、本契約に基づき開発する研究用遺伝子導入試

薬※を全世界において販売するための権利を、クロモセンター社以外には当社のみが

保有することになります。 

 

今回ライセンスを受ける人工染色体技術は遺伝子導入手法に関する技術で、鳥取

大学大学院医学系研究科に所属する押村光雄教授らのグループが開発し、クロモセ

ンター社が関連知財を保有しています。人工染色体技術は、ゲノム編集技術などと並

んで、iPS 細胞の作製や再生医療分野など、ライフサイエンスや医療の分野での応用

が可能な重要技術として注目されています。そのため、導入できる遺伝子サイズが大

きいことや、導入遺伝子が安定的に発現可能という、既存ベクターにない有利な特徴

を持った人工染色体技術は、創薬研究用の遺伝子安定発現細胞やタンパク質高生

産細胞株の作製など、ライフサイエンス分野における有用なツールとなると期待されま

す。 

 

当社は、これまでに培ってきたウイルスベクター製品の開発、製造経験を活かし、平

成 26年度中に人工染色体技術を利用した製品や受託サービスを開発することを目指

します。また、当社が保有するゲノム編集技術や細胞加工技術などと組み合わせ、より

高機能・高付加価値に加工した細胞を提供することにより、当社が注力する創薬支援

事業や再生医療分野における業績の拡大を目指してまいります。 

 

 

 

 

 

 
 



 2 

当資料取り扱い上の注意点 
資料中の当社による現在の計画、見通し、戦略、確信などのうち、歴史的事実でないものは、将来の業績

に関する見通しであり、これらは現時点において入手可能な情報から得られた当社経営陣の判断に基づく

ものですが、重大なリスクや不確実性を含んでいる情報から得られた多くの仮定および考えに基づきなさ

れたものであります。実際の業績は、さまざまな要素によりこれら予測とは大きく異なる結果となり得る

ことをご承知おきください。実際の業績に影響を与える要素には、経済情勢、特に消費動向、為替レート

の変動、法律・行政制度の変化、競合会社の価格・製品戦略による圧力、当社の既存製品および新製品の

販売力の低下、生産中断、当社の知的所有権に対する侵害、急速な技術革新、重大な訴訟における不利な

判決等がありますが、業績に影響を与える要素はこれらに限定されるものではありません。 

 
                                       

※ 人工染色体に任意の遺伝子を搭載し、目的の哺乳類細胞へ導入するための研究

用試薬 
 

この件に関するお問い合わせ先 

タカラバイオ株式会社 

事業開発部 

Tel 077-543-7235 
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＜参考資料＞ 

 

【クロモセンター社】 

会 社 名 ： 株式会社 chromocenter 

所 在 地 ： 鳥取県米子市西町 133-2 

創 業 ： 2005 年 

代 表 者 ： 松岡 隆之 

事業内容  ： 安定遺伝子発現細胞株の構築、タンパク質高生産系の開発、ヒト型

薬物代謝モデル動物の開発、ヒト型薬物代謝モデル動物を用いた受

託試験、ノックアウト・ノックインマウスの開発、染色体解析サービス 

 

【語句説明】 

染色体は、細胞の核内に存在する、遺伝情報の保持、発現を担う物質で、主に

DNAとヒストンと呼ばれるタンパク質を構成要素としています。ヒトの場合、細胞の核内

に23組、46本の染色体が存在しています。人工染色体は、ヒトあるいはマウス染色体

から不要な遺伝子を除去して開発されたもので、染色体としての性質を引き継いでい

るため、搭載できる遺伝子サイズが大きいこと、また細胞株内で宿主染色体と独立して

保持されることから安定的な遺伝子発現細胞株が作製しやすいことなど、既存技術で

あるプラスミドやウイルスベクターにはない特徴を有しており、ライフサイエンスや医療

への応用が期待されています。 

人工染色体 

 

目的遺伝子を細胞やバクテリアに導入するための分子。プラスミドベクター、レトロウ

イルスベクター、アデノウイルスベクター、レンチウイルスベクター、アデノ随伴ウイルス

（AAV）ベクターなどがあります。 

ベクター 

 

人工核酸分解酵素を用いたゲノムDNA上の標的遺伝子改変技術をゲノム編集と

いいます。細胞内で人工核酸分解酵素を用いて標的遺伝子のDNAを切断し、それ

を細胞自身が修復しようとする働きを利用して標的遺伝子を改変します。 

ゲノム編集 


